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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、対人場面における情動伝染のプロセスについて表情筋筋電位や動画
を用いて可視化し、実験参加者自身にその可視化されたデータを分析させることを通じて、相手の表情を模倣す
る技術を向上させるトレーニング法を開発することにあった。本研究の結果は、可視化システムを用いること
で、参加者自身が表情模倣の改善を図り、その模倣技術を向上させていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a training method to improve 
techniques for mimicking the facial expression of another person through visualizing the process of 
emotional contagion in interpersonal situations using the myoelectric potential of facial muscles 
and videos to let subjects analyze the visualized data. The result of this study suggests that 
subjects themselves tried to improve facial mimicry by using the visualization system and improved 
their mimicry techniques.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
古くはアダム・スミスが『道徳感情論』の
中で、人の「同情」という感情が社会を成立
させるために不可欠な人間の本性であると
論じたように、他者と円滑なコミュニケーシ
ョンを遂行する上で、互いに感情を共有しあ
うことは重要な要素である。近年、他者の情
動共有という情動的な共感性のみならず、他
者理解といった認知的な共感性に関する脳
科学研究も進み、それらを支える神経基盤も
明らかになりつつある。本研究では、特に情
動的側面の共感性プロセスに焦点を当て、対
人場面での過程を生理指標や眼球運動など
を測定することでその過程を可視化し、測定
された本人が後に可視化された情報を分析
することで、情動的な共感性が向上するかを
検討することを目的としている。 
本研究で対象とする情動的な側面の過程
の一つは、情動伝染と呼ばれる 2 者間の情
動・感情の同期プロセスである。情動伝染が
成立するためには、まず原始的プロセスとし
て表情模倣（Dimberg, 1982）が生起すると
される。表情模倣とは、他者の表情を認知し
た際、反射的に同様の表情を表出する現象の
ことであり、この表出された表情に基づいて
感情が生起すると考えらえる。この生起に関
しては、顔面フィードバック仮説の関与が示
唆される。これは、相手と同じ表情を表出す
ることによって、その表情に対応した感情が
フィードバックされるという仮説である。例
えば、口角を引き上げ、大頬骨筋を活性化し
たという事実によって、自己の中に幸福の感
情がフィードバックされ、嬉しいという感情
が喚起されるという脳機序的なメカニズム
である。この例のように、感情と表情筋との
対応関係が明確な表情筋は大頬骨筋のみで
はなく、眉頭上に位置した眉皺筋もその一つ
であり、悲しみや怒りの情動の際に活性化す
ることが知られている（Hess & Fischer, 
2013）。本研究では、他者の表情を模倣し、
情動を共有する情動的な共感性に焦点をあ
て、それを向上させるトレーニング法を開発
することを目的としている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、共感性を他者の情動が自身の情
動へと共有される包括的な情動伝染として
捉え、表情筋などの生体信号計測と眼球運動
測定装置を同時に用いて情動伝染の原始的
プロセスとして生起する表情模倣過程を可
視化すること、具体的には対人場面における
表情に対する注視や表情筋の変化について
のデータを実験参加者自身が分析すること
で、自身が他者の情動を共有するプロセスを
認識することが可能な共感性促進プログラ
ムを開発することを目的としており、以下の
2 つのトレーニング法を開発する研究を実施
した。 

 
（１）可視化を用いたトレーニング法の開発 

これまで表情模倣に関する先行研究では、
顔面筋電図検査（facial electromyography，
以下 EMGと称する）を用いて、実験参加者
に喜び表情やネガティブ表情を表出した刺
激写真を PCモニター上で呈示し、それぞれ
の表情に対応した表情筋の活動が生起する
かどうかが実証されてきた（e.g, Sato & 
Yoshikawa, 2007）。しかし、情動伝染のプロ
セスは 2者間の相互作用によって生起するも
のであるため、本研究では、実際の対人コミ
ュニケーション場面における表情模倣を研
究の対象とし、相手の表情を模倣した自身の
表情がその相手に伝わるという双方向的な
状況での検討を行った。 
具体的には、表情模倣という 2者の認知プ
ロセスを眼球運動装置と表情筋測定（EMG）
を同時に用いて測定し、被測定本人の表情模
倣の結果を容易な形で参加者に手渡し、分析
させるという可視化である。本研究で用いた
可視化情報とは、対人場面における表情に対
する注視や表情筋の変化についての生理指
標データ及び 2者の表情を撮影した動画を分
析ソフトで同期させ、それらの統合的なデー
タを被測定本人に手渡すことを指すが、分析
ソフトの操作方法を伝授することも含む。こ
の可視化に基づき、被測定本人が自身の表情
模倣の現状を把握し、自身の表情模倣の改善
を図ることにつながるかどうかを検討する。 
 
（２）簡易汎用版トレーニング法の開発 
上述の表情模倣を用いた共感性トレーニ
ング法では、その実験的検討を行うにあたり、
眼球運動や表情筋を測定する実験機材の設
備費用に加え、測定された各種の生理指標の
データに対してクリーニングを行った後で
データの同期を行うなど可視化情報を作成
する人的費用も重なり、多大な費用を要する。
そこで、本研究のもう一つの目的は、より汎
用的で、人的費用も含めコストの抑制された
簡易版の共感性トレーニング法を開発する
ことにある。初年次ゼミナールや新入生オリ
エンテーションプログラムの一環として実
施し、初年次学生の共感性や協調的なコミュ
ニケーション能力の養成することを目指す
ものである。 
 
３．研究の方法 
（１）可視化を用いたトレーニング法の開発 
表情模倣過程を測定する実験を実施し、実
験参加者は 2人 1組のペアになって対人課題
が行われた。この課題では話し手と聞き手に
分かれ、話し手はこれまでに最も幸せな嬉し
かった話および悲しい話を相手に伝えた。聞
き手は、直面に座る話し手の嬉しかった話お
よび悲しい話を傾聴し、相手の気持ちをでき
る限り理解することが求められる。この測定
実験では聞き手役の参加者に眼球運動測定
装置と EMG測定装置が装着され、話し手の
表情に対する注視や聞き手自身の大頬骨
筋・皺眉筋が測定された。表情模倣過程の生



起に関しては、話し手が情動を想起するエピ
ソードを語っている際に、大頬骨筋や皺眉筋
などの情動経験と深くつながりのある表情
筋が活発となり、聞き手はその変化を注視し
ているかを眼球運動測定装置で確かめ、さら
に変化直後に表情模倣が生じているかどう
かを聞き手の表情筋を測定することで検討
した。 
測定実験の翌週に参加者は再度集合し、表
情模倣に関する統合的なデータが手渡され、
分析ソフトの使用方法などがレクチャーさ
れる。ここでは他の実験参加者のデータも配
布されるため、自他の比較のみならず、熟練
者の表情模倣の方法を取り入れることも可
能となる。ただし、ここで配布されるのは事
前に了承が得られた参加者のデータである。
参加者が分析するソフトの画面例を Figure1.
に示す。左上段に相手の表情動画、下段に自
身の表情動画、右側に眉皺筋、大頬骨筋の活
性化の程度が示されており、これらのデータ
は音声も含め、全て同期されている。参加者
はこの分析ソフトを用いながら、相手の表出
に対して表情模倣が生じているかを客観的
かつ視覚的に把握できることになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究では、表情模倣の測定と翌週以降の
可視化された情報の分析を一度行うのでは
なく、測定と分析を繰り返し実施することで、
表情模倣が向上するかどうかを検討した。 
具体的には、可視化を用いたトレーニング
法は 5段階に分かれており、1回目は事前測
定として、参加者の表情模倣の測定実験が実
施された。2 回目は統合されたデータが参加
者に手渡され、可視化システムを用いて表情
模倣の分析を行うことが求められた。このト
レーニング効果を検証するために、3 回目に
再び対人課題及び表情模倣の測定実験が実
施された。この 3回目の実験では、上記に加
え、参加者が話し手の際の表情表出に関する
表情筋の測定と動画の録画が行われた。そこ
で 4回目では、聞き手としての表情模倣に関
する統合データと、話し手の表出に関する統
合データの両方が手渡され、分析と改善が求
められた。最後の 5回目は、最終測定として
測定実験が実施された。共感性トレーニング
法をまとめると、表情模倣の測定は１回目
（事前測定）、３回目（訓練後測定）、5 回目
（最終測定）の計 3回にあたり、第 2回目と
4 回目は、可視化システムを用いて、自他の

分析を実施した。 
 
（２）簡易汎用版トレーニング法の開発 
簡易版トレーニング法は、授業・ゼミナー
ルなどでの実施を念頭に置き、専門的機材を
使用せずに、表情模倣の測定と自身のデータ
分析を実施する。準備物は、2 色のタックラ
ベルという直径 1cm 程度の丸形のシールの
みである。ただし、トレーニング参加者とな
る受講生のスマートフォンを使用するため、
スマートフォンを持たない学生に対する貸
与用の録画機などを準備する必要もある。ト
レーニングにおいて、十数秒の録画を行うた
め、録画可能な空き容量の確保なども、学生
に事前に伝えることも必要となる。 
実験的検討と同様に，簡易版トレーニング
法においても参加者は 2人 1組になり、嬉し
かった話と悲しかった話を話す対人課題を
実施した。さらに課題では、話し手と聞き手
の役割に分かれるが、話し手が 2つの話を終
えると、両者の役割を交代する。先行研究の
実験では、課題の聞き手に対して、表情筋と
眼球運動の測定を実施したが、簡易版トレー
ニング法では、互いに相手をスマートフォン
での撮影した動画を用いて表情模倣の生起
を検討することになる。具体的には、嬉しい
話での大頬骨筋、悲しい話での皺眉筋の活性
を視覚的に理解しやすくするために、話し手
も聞き手も両頬の大頬骨筋に赤のシール、両
眉上の皺眉筋に青のシールを貼付する。そし
て、各自のスマートフォンを交換し、表情に
重ならないように胸元にスマートフォンを
構え、話し手が話している際も、聞き手がそ
れを聞いている際も互いの表情を動画で録
画しあう。話し手が２つの話を終えたら役割
を交代するが、課題が継続している際は、相
手にスマートフォンを託すため、自身の対人
課題中の表情が動画で録画されることにな
った。課題を終えると、それぞれのスマート
フォンを持ち主である相手に返却する。簡易
版の可視化システムとは、この録画された自
身の動画を確認し、聞き手の際にシールで強
調された表情筋が動いているか、または、話
し手の際に自身の話内容に対応する表情筋
を活性化させながら相手に話を伝えている
かどうかを確認し、自身の表情模倣の熟達度
を把握することになる。簡易版対話課題の概
要を Figure2.に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure1. 参加者自身が分析するソフトの画面例 

Figure2. 簡易版トレーニングでの測定法 
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４．研究成果 
（１）可視化を用いたトレーニング法の開発 
表情模倣に関して、事前測定を行い、その
終了後に、可視化システムを用いた自他の表
情模倣過程の分析・トレーニングを実施した。
再び訓練後測定を行い、その後再び可視化を
用いた分析を実施した。最後に最終測定を実
施した。3 回の表情模倣測定での表情筋の活
性の程度を従属変数、3回の測定と 2種類の
表情筋を独立変数とした 2要因対応ありの反
復測定分散分析を行った結果、測定に対する
主効果がみられた(F(2,22) = 14.15, p<.01)。
共感性トレーニング法における表情模倣の
活性の程度を Figure3. に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上述の実験結果により、可視化を用いて自
他の表情模倣過程を分析することを通じて、
表情模倣の上達が示されている。今後の課題
として、このトレーニングによって他者の情
動共有といった情動的共感性や他者理解と
いう認知的共感性が向上しているのかどう
かについて、他の共感性測定課題を用いなが
らその関連性を検討することが挙げられる。 
 
（２）簡易汎用版トレーニング法の開発 
簡易版トレーニングに関しては、初年次教
育の複数のクラスで実施を行った。（１）の
実験同様に、3 回の表情模倣の測定とスマー
トフォンを用いた可視化分析を行い、自分の
模倣についての把握を行った。これらの簡易
版トレーニングを終えた後、質問紙調査を実
施し、これらのトレーニングを用いて表情模
倣を上達させることは、今後の対人コミュニ
ケーションに役立つか？という問題に対し
て 7件方で尋ねたところ、平均値は 6.11(SD 
=0.98)と高い結果が得られている。 
また、対人援助職を目指す学生が多い社会
福祉学部の初年次生を対象とした実験では、
簡易版のトレーニングを実施した後で、（１）
で用いた表情模倣過程を測定し、簡易版の効
果を検証した。その結果、実験による可視化
トレーニングよりも表情模倣が上達してい
ないものの、事前測定よりかは表情筋が活性
していることが示されており、簡易版トレー
ニングについても一定の上達効果があるこ
とが示唆された。今後は、授業内での実施を
踏まえ、実施マニュアルの策定などを行い、
広報していくことで簡易版トレーニングの

普及を図ることが課題の一つである。 
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